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『研 究 報 告 』 バ ックナ ンバ ー ・

第1号(1985)

大川 勇:あ る深 層の物語 の読解 ― ムージ

  ルの『特性のない男』研究のための序説

金子 孝 吉:リ ルケの詩『偶像』について

田辺 玲子:関 係 世 界の創 出 ― アネッテ ・

フォン・ドロステ=ヒ ュルスホフの詩人像 とそ

の世界

奥 田 敏 広:ト ー マス・マンの 「モンタージュ技

  法」について ―小説 形式のパロディー

千 田 春 彦:フ ライダンクの『ベシャイデンハイ

ト』研 究のた めに ― 三 つの《はざま》をて

がか りとして

宮 田 眞 治:覚 醒へ 向けての夢想 一 『ハイン

  リッヒ・フォン・オフターディンゲン』試論(1)

千 田 まや:ト ー マス・マンの『ファウストゥス博

  士』 一 デ ューラーの機能 につ いての一 考

  案

斎藤 昌人:一 カフカ像 ― 『流刑地 にて』をめ

  ぐって

第2号(1986)

松村 朋 彦:心 理 学と小説 のあいだ ― カー

ル ・フィリップ ・モ ー リッツ 『ア ン トン ・ライ

ザ ー 』とそ の 周 辺

大川 勇:千 年 王 国を越 えて ― ムー ジルの

  『特性の ない男』における〈別の状態〉の行

  方

加 藤 丈雄:『 公子ホムブルク』につ いて ― 死

  の恐怖とその超越を中心に

奥 田 敏 広:リ オン・フォイヒトヴァンガーの小説

  『成 功』にお けるヒトラー像 にっいて 一20

  年代 の証言 の一つとして

第5号(1991)

青地 伯水:ホ ーフマンスタールの『厄 介な男』

にお ける「なお ざりにされ た生 」と「達成され

た社会性 」

谷 口 栄一:C.F.マ イアーの『ユル ク・イェナッ

  チ ュ』につい て 一 その 多義性 に関する―

  考 察

津 田 保夫:後 期 シラーの悲 劇論 に関する一 考

  察 一 悲劇 的恐怖の概念を中心 に

斎藤 昌人:閉 ざされる世 界

第3号(1988)

加藤 丈雄:ハ ッピーエンドと悲劇 ― 『公子ホ

  ムブ ル ク』の 多 義性 に つ いて

兵 頭 俊 樹:ヘ ル ダー リン の`Wie wenn am

Feiertage...'に 現 れ るデ ィオ ニ ュソスの 形

象を めぐって

竹本 まや:ト ーマス・マンの『すげかえられた

  首』試論

友 田 和秀:『 魔 の山』試 論 一 主人公ハンス・

  カストルプの形姿をめぐつて

第6号(1993)

片 桐 智 明:ヨ ー ゼフ ・ロー トの 『ラデ ツキー 行 進

曲』 ― 「比 較」と「繰 り返 し」のモチー フを

めぐって

千 田 春 彦:デ ア ・シュトリッカー の『閉じ込 めら

  れ た女 房』につ いて ― 物 語の 重層構 造

  の 目指すもの

福 田 覚:自 然 模 倣説 にお ける真理 媒介 の構

  造(1)― レッシング 〈詩 学 〉に潜 在す る模

  倣 説の輪郭

青 地 伯 水=W.ヒ ルデ スハイマー の『リー プ

  ロー ゼ ・レゲンデン』にお けるグロテスクなも

  のについての一考 察

第4号(1990)

r田 保 夫:『 ヴァレンシュタイン』試 論 ― ネメ

シスの悲劇 の観点から
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第7号(1994)

飛 鳥井 雅 友:「 しばしばそれは絶望 的な対話

なのです」-パ ウル ・ツェラー ンにおける

対話 の概念をめぐつて

吉 田 孝夫=時 間の渦 ―R・M・ リルケ『新詩

  集』の数篇から

片桐 智 明=ヨ ーゼフ・ロートの『右と左』 一 二

  つの方向

第8号(1995)

濱 中 春:シ ラー の 『マ リア ・ストゥアル ト』 一 二

  人の 女王のドラマ

中村 直子1分 離動詞 の認定 をめぐる諸 問題

飛鳥井 雅友:神 学の拒否と詩学 ― パウル ・

ツェラーンにおける神義論 の問題

第9号(1996)

中村 直子:正 書 法と分離 動詞

濱 中 春:シ ラーの『ヴィルヘルム・テル』におけ

  るスイスの風景

片 桐 智 明=ヨ ー ゼ フ ・ロー トの『百 日天

  下 』 一 ヨー ゼ フ ・ロー トの ワー テ ル ロー

飛 鳥 井 雅 友:「 胸 は 張 り裂 け」 ― ゴットフリー

ト・ベ ンの場 合

國重 裕:ク リスタ ・ヴォル フ『クリスタ・Tへ の追

  想』について 一 その語りの構 造

飛鳥 井 雅友:ゴ ットフリー ト・ベ ンにおけるく好

情 的自我〉概 念の登場をめぐって

第12― 号(1999)

片 岡 宜行1ド イツ語の与格と空間補足語 につ

  いて

吉田 孝 夫:ロ ーベルト・ヴァルザーの絵 画描 写

  について 一 エクプラシスの観点から

片桐 智明:ハ イミート・フォン・ドーデラー 四十

歳の小説 一 『最後の 冒険』、騎士とドラゴ

ンの小説

KUNISHIGE Yutaka(國 重 裕):Zwischen

  Phantasiewelt und Wirklichkeit‐

  Essay �er Ilse Aichingers �Die

  gr�ere Hoffnung".

第13号(1999)

KUNIEDA Naotaka(國 枝 尚隆);Wilhelm

  Tell als舖thetisches Projekt.

吉 田 孝 夫1ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザー にお ける通

俗 小説 とメル ヘンの再話 につ いて 一 対

句法に関する試論

第10号(1997)

濱 中 春:シ ラー の『適 遥 』にお ける風 景をめ

  ぐつて 一 風景の補 償モデル とその矛盾

吉 田 孝夫:ロ ーベル ト・ヴァルザー にお ける寓

  話性(1)― 散文小 品『通り(D』につ いて

片桐 智明1物 語 の行方 ― ヨーゼフ・ロートの

『果てしない逃走』と『カプツィン派教会納骨

堂』をめぐつて

第14号(2000)

廣川 智貴:文 体 論の理論と実践 一 クライス

  トの『ロカルノの女乞食』を例にして

佐 々木 茂人:カ フカの作 品における歌のモ

ティーフ ー 『歌 姫ヨゼフィーネ 、あるいは

ネズミ族』を中心に

國重 裕:オ ーストリア小説 に見る《家族 ドラマ》

  の変遷 ―M.シ ュトレール ヴィッツ『誘 惑。』

  (1996)

第11号(1998)

吉 田 孝 夫1ロ ー ベ ル ト・ヴァル ザ ー にお ける寓

話 性く2)一 放1息 子をめぐる二つの散 文

小 品 について

片 岡 宜行:ド イツ語 の与格 の分類 について
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第15号(2001)

伊 藤 白1『 ブ デン ブ ロー ク家 の 人 々 』試

  論 一 「市 民と芸 術家」の生み 出す 四つの

  類型から

池 田 晋也:ア ル トゥール ・シュニッツラーの『自

  由へ の道』 ― 市民的なものと芸術的 なも

  ののあいだを浮遊 する生

川島 隆:カ フカの息子たち 一 短篇 「十一人

  の息子」読解

中原 香織 ヘル マン・ヘッセの『シッダールタ』

  につ いて ― 葛 藤の不在 がもたらす 問題

  をめぐつて

羽坂 知恵:日 常の「ヒーロー」 ― ハインリヒ・

  ベル の『道化師の意見』について

第16号(2002)

佐 々木 茂人:東 方ユダヤ人難 民とプラハのユ

  ダヤ人 一 カフカの伝記研 究のために

川 島 隆:「 こいつ は 途 方 もな い 偽 善 者

  だ」一 カフカの中国・中国人像

國重 裕:ユ ーゴスラヴィア内戦 をめぐる西欧 知

  識 人の応酬 ― ペ ーター ・ハントケ『冬の

  旅』に対する議論を中心に

第17号(2003)

池 田 晋也:描 かれた劇 場 一 シュニッツラー

  の短篇『侯爵様御臨席』

伊藤 白:ゼ ゼミ・ヴァイヒブロート― 『ブデン

  ブローク家の 人々』にお ける女性 像とキリス

  ト教

川 島 隆:ユ ダヤ人と中国人 一 カフカにおけ

  る人種と性 愛をめぐつて

武 田 良材:ク ラウス・マンの『メフィスト』 ―

  ドイツ反ファシズム運動の失敗の反映として

                   一i4s一
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